
 

 

 

（別冊１）令和 4年度 熊本市エイズ総合対策報告書 
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博
ひろ
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12 宮
みや

﨑
ざき

 紀男
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 熊本市青少年健全育成連絡協議会 理事 

13 瀬田
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 朋子
と も こ

 熊本県高等学校保健会 理事 

14 人権擁護関係 
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み

 熊本県弁護士会 弁護士 

15 吉村
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16 企業関係 
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 熊本商工会議所 総務部 次長 

17 労働団体 
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博
ひろ

 連合熊本地域協議会 事務局長 

18 報道関係 
林田
はやしだ

 賢
けん

一郎
いちろう

 熊本日日新聞社 編集局文化生活部 編集委員 
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体関係 
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たかやま

 いくこ 熊本市食生活改善推進員協議会 理事 
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各団体における取り組み実施状況及び意見について 

 

【学識経験者】 

■熊本大学大学院生命科学研究部 

   くまぴあの学生の呼びかけにより、保健所にて勉強会及び施設見学会を実施した。 

   性感染症の現状や熊本市で行われているエイズ対策について学び、今後の啓発活動に 

活かせる情報を得ることができた。 

 

 

■熊本大学大学院教育学研究科 

学科の学生数が多く、採用試験前の感染防止が最優先となったため、今年も多くの授業 

がリモートとなった。 

双方向型の授業とはなりにくかったが、授業でエイズ・ＳＴＩに関して取り上げた。 

学生は看護師免許を有するため再度の学習となったと思われるが、折に触れ、授業で取 

り上げることが大事だと感じた。 

また、教育実習では、中学校においてＳＴＩに関する授業に参加することができたようであ 

る。 

年齢の近い学生が、中学生に話すことでピアカウンセリングのような効果が得られると考 

える。 

今年度は、海外からの留学生についての相談を受けた。 

諸外国ではエイズ感染が珍しいことではないという事実を踏まえながら、留学生として日 

本で継続的に治療をうけることなどをお話しした。 

その際に、熊本市で本委員会が熱心に取り組まれていることも紹介させていただきまし 

た。 

留学生担当の先生は、エイズに関してどう判断してよいかわからず困っておられたようで、

世間一般的には、多様な理解をされているのだなと感じた次第です。 

今回の経験を踏まえ、今後、留学生をはじめとする外国人に対する医療支援の必要性が

高くなると感じました。 
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【保健・医療関係】 

■熊本市医師会 

 （1）医師会員に対して通年行われている「学術アーベント」や「リフレッシュコース等の講演

会は新型コロナウイルス感染症の影響で､開催が殆ど行われていない現状であるが、各

種講演会を通じて医師会員への啓発を継続する。  

（2）本会のテレビ広報番組「ＴＫＵ医療大百科」において、性感染症やエイズに関する情報 

提供を継続して行う。 

 （3）本会広報紙「森都医報」2022年 11月号に、に本会議についての報告（後掲）を掲載 

し、会員に対してエイズ・ＳＴＤ診療の重要性を喚起した。また、同広報誌には、行政（熊本 

市保健所）からの情報「ＨＩＶ/エイズの現状と対策について」を掲載している。 
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■熊本市歯科医師会 

 令和 5年 2月 9日に、熊本市エイズ総合対策推進会議の松下修三先生をお招きし、 

 歯科医師向けの講演会を行った。 

 本講演会の映像は、熊本県歯科医師会から本会会員のみ視聴できるよう配信する。 

 また、会員向けに「ＨＩＶ患者歯科診療マニュアル（仮）」を作製予定。 

 毎月発行の本会広報誌にて、エイズ・ＨＩＶ感染症関連情報を掲載し、全員へ周知してい 

る。 

 

 

■熊本市薬剤師会 

（1）学校薬剤師による中、高校生への薬物乱用防止教室などでの啓蒙 

（2）薬局での相談時、医薬品について説明 

（3）薬剤師会研修会で情報の提供を実施 

 

 

■熊本県看護協会 

（1）12月の世界エイズデーには協会内に啓発のためのポスターを掲示した。 

 

（2）熊本県看護協会では、熊本県全域を対象に小・中・高校向け「性教育出前講座」 

を実施し、その中で「エイズ・ＳＴI対策」についても講義している。 

コロナ禍が続く中で令和 4年度も、昨年度同様に対面及びオンラインによる 

講義を実施した。オンラインによる講義の普及で昨年度より実施校は増加した 

が、熊本市内の学校からの依頼は中学校 1校、高等学校 2校であった。 

 

        小学校： 0校      

中学校：16校      計 20校  延べ 3,286人受講（2/15現在） 

        高校： 4校          （25回実施：同じ学校で学年別の実施有） 

                        

 

    （参考） 

                  小学校：0 

     熊本市以外   中学校：15校      計 17校 

高校：2校 
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  ○エイズ・ＳＴＩ対策全般について 

     治療薬の進歩により、ＨＩＶに感染しても普通に生きられる時代になったことや性感染症 

の予防のためには、正しい知識のアップデートが必要であると改めて感じました。また、 

梅毒の増加については、先天梅毒という次世代の健康にも影響を及ぼす疾患であるた

め、青少年期から教育の機会を確保することは重要課題と考えます。 

 

 

■熊本県栄養士会 

   令和 4 年度の研修会でエイズ・性感染症についてのパンフレットを 20 名程に配布しまし

た。 

   役員会で講話の内容を共有しました。 

 

  ○エイズ・ＳＴＩ対策全般について 

     栄養士会としての活動がまた少なく、上記程度の活動になっていますが、医療や福祉の 

スタッフが多いので、各病院や施設での感染委員会等でとりあげられないか、相談したい 

と思います。 

 

 

【教育・青少年団体】 

■熊本県私立中学高等学校保護者会 

    今年度もコロナ感染症の影響により、保護者会長会議をほとんど開催できなかったため、 

エイズ・ＳＴＩ対策に関する取組みもできませんでした。 

    来年度は対面での会議ができるといいですね。 

 

 

■熊本市ＰＴＡ協議会 

    各区より集まる熊本市ＰＴＡ協議会常任理事会において、各区代表理事へ報告を行い、各 

区にて行われる定例会にて各区の会員に向けた周知をお願いしている。 

   

  ○その他 

    毎月第 1木曜日 19時から中央公民館にて熊本市ＰＴＡ協議会常任理事会が開催され 

    ております。理事会始めに時間をとることができるので情報の発信にご活用ください。 

 

 

■熊本市青少年健全育成協議会 

    エイズ、梅毒等の青少年、若い世代への認知、告知活動等 
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  ○エイズ・ＳＴＩ対策全般について 

     正しい知識を義務教育、家庭教育の場で学ぶ機会を増やしていくと良いと思います。 

 

  ○エイズ対策推進会議について 

     リモートより対面になれる日がくることを望みます。 

 

 

■熊本県高等学校保健会 

    世界エイズデーにちなんでポスターの掲示や、保健だよりでの啓発を行った。 

熊本市地区の養護教諭へ、対策推進会議の資料を提供し、各校で活用を呼びかけた。 

発達段階に応じた性教育を行う中で、エイズ・性感染症（ＳＴＩ）についても取りあげてい

る。学校保健委員会においても、性感染症について学校医から予防について触れていた

だいた。 

 

 

【人権擁護関係】 

■熊本市民生委員児童委員協議会 

    エイズ・ＳＴＩ対策として組織で特別な取り組みは行っておりませんが、会議の内容を理事

会にて報告し、組織内での理解を広められるようにしました。 

 

  ○エイズ・ＳＴＩ対策全般について 

   同じ感染症としてここ数年は新型コロナウイルス感染症への対応が主だっておりますが、新 

型コロナに罹った方への偏見や差別がなされないよう民生委員・児童委員として、人権に 

配慮した対応を心がける必要があると感じています。 

   また、エイズだけでなく、最近は若い方の梅毒感染者が増えてきていると耳にしています。新 

型コロナ同様、梅毒などの感染症に罹ることで差別等に繋がらないよう対応していく必要 

があると思います。 

 

 

【企業関係】 

■熊本商工会議所 

    コロナの影響により、企業支援対応に時間がとられ、取り組みができておりませんが、社

会経済活動が徐々に再開され、インバウンドや交流機会が増えてきておりますので、今後

は周知・啓発に取り組んでいきたいと思います。 
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【労働団体】 

■連合熊本地域協議会 

   広報誌（80箇所、3,000部発行）で、対策推進会議の報告と熊本市の無料検査・世界エ 

イズデーの周知を行いました。 

 

  ○エイズ対策推進会議について 

   コロナも落ち着きがみえてきて、会議開催や様々な取り組みが進むことを望みます。 

 

  ○その他 

   折を見て構成組織に対しての啓発活動を行っていきたいと思います。 

 

 

【報道関係】 

■熊本日日新聞社 

（1）実施状況について 

  熊本日日新聞に関連記事を掲載した。 

                    

（熊本日日新聞 2022.10.5朝刊） 
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（熊本日日新聞 2022.11.19朝刊） 



- 9 - 

 

 

【ボランティア団体関係】 

■熊本市食生活改善推進員協議会 

    エイズ、ＳＴＩ対策についての話を、理事会、リーダー会、会議等で周知しました。 

 

  ○エイズ・ＳＴＩ対策全般について 

   ＳＴＩの感染では、学校での取り組みが特に必要。 

   感染が広がっているのが心配との声が・・・。 

 

 

■Safety Blanket 

   熊本市がＳＮＳで告知している検査情報の拡散 

   熊本市保健所から情報提供があった特例検査などのＳＮＳ上での周知告知 

 

  ○エイズ・ＳＴＩ対策全般について 

   近年、熊本でも梅毒感染が増えている報道を見るが、その増加傾向と熊本での 

   ＨＩＶの感染数の推移はやはり重なる部分があるのか？ 

   ＨＩＶ感染ハイリスク層も、梅毒の増加傾向の中で、増加傾向があるのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


